
新たな拠点施設「ふじさき産業文化交流施設（リンゴカ）」 藤
ふじ

崎
さき

町
まち

　平成31年３月に惜しまれつつ閉校した旧弘前実業高等学校藤崎校舎をリノベーションした複合施設「ふじ
さき産業文化交流施設（リンゴカ）」は、全国で唯一「りんご科」があったことにちなんで「リンゴカ」と
名付けられ、昨年オープンしました。
　町発祥のりんご「ふじ」や町の歴史文化を楽しく学べるミュージアム、キノコ類を農福連携で生産する「屋
内ファーム」、６次産業化を推進する「食品加工室」などの機能を有するほか、全面人工芝で天候に影響さ
れることなくスポーツを楽しむことができる「屋内グラウンド」や、子どもたちが遊びながら運動できる「ふ
わふわドーム」もあります。
　町の新たな拠点施設「ふじさき産業文化交流施設（リンゴカ）」にぜひお立ち寄りください。
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新
春
に
あ
た
り

青
森
県
町
村
会
長

小　

又　
　
　

勉

あけましておめでとうございます
青

森

県

町

村

会

会　
　

長　

小　

又　
　
　

勉

副
会
長　

山　

田　

年　

伸

同　
　

山　

本　

晴　

美

理　
　

事　

船　

橋　

茂　

久

同　
　

平　

田　
　
　

衛

同　
　

桑　

田　

豊　

昭

同　
　

石　

橋　

勝　

大

同　
　

畑　

中　

稔　

朗

同　
　

櫻　

井　

雅　

洋

監　
　

事　

久　

慈　

修　

一

同　
　

相　

川　

正　

光

同　
　

冨　

岡　
　
　

宏

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
会
に
対
す

る
御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
進
行
は
、
社
会
、
経
済
、
地
域
な

ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
本
会
で
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
正
13
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
１
０
０
年
の
間
、
日
本
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た

が
、
我
々
町
村
は
昭
和
の
合
併
や
平
成
の
合
併
を
経
て
、
大
幅
な
人
口
の
減

少
に
直
面
す
る
な
ど
大
き
な
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
私
ど
も

30
町
村
は
、
県
内
総
生
産
で
一
次
産
業
が
県
全
体
の
46
％
、
二
次
産
業
が
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謹んで新春のお慶びを申し上げます

顧　
　

問　

工　

藤　

祐　

直

同　
　

船　

橋　

茂　

久

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　
　
　
　
　

　

原　

田　

啓　

一

ほ
か
職
員
一
同

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

管
理
者　

小　

又　
　
　

勉

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

会　

長　

小　

又　
　
　

勉

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟

青

森

県

支

部

支
部
長　

山　

田　

年　

伸

発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会

青

森

県

支

部

支
部
長　

平　

田　
　
　

衛

40
％
を
担
っ
て
お
り
、
町
村
地
域
の
果
た
す
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
い
も

の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
私
た
ち
町
村
は
、
地
域
の
持
続
性
を
構
築
・
創
造
し
、

地
域
経
済
の
再
生
・
回
復
に
向
け
て
、
ま
た
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
希
望
に
あ
ふ
れ
、
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
や
、
い
つ
、
ど
こ
で

も
起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
、
国
土
強
靭
化
に
向
け
て
、

心
を
一
つ
に
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
私
ど
も
町
村
会
の
財
政
基
盤
で
あ
る
共
済
事
業
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
に
次
ぐ
、
全
国
２
番
目
の
事
業
規
模
に
ま
で
成
長
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
県
は
全
国
で
も
６
番
目
の
町
村
数
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
こ
れ
ら
を
大
き
な
財
産
と
し
て
捉
え
、町
村
長
相
互
の
「
連
携
」

と
「
調
和
」
を
も
っ
て
大
き
な
「
輪
」
と
な
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と

輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向
け
て
、
県
を
は
じ
め
全
国
町
村
会
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
御
多
幸
と
町
村
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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本
会
は
、
大
正
13
年
10
月
30
日

に
１
６
８
町
村
で
青
森
県
町
村
長

会
と
し
て
創
立
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
22
年
７
月
に
現
在
の
青
森
県

町
村
会
と
名
称
を
変
え
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　

記
念
式
典
に
は
、
宮
下
県
知
事
、

吉
田
全
国
町
村
会
会
長
（
広
島
県

坂
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
、

歴
代
町
村
長
や
市
町
村
長
等
関
係

者
約
60
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
小
又
会
長
（
七
戸
町

長
）
が
「
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

地
域
の
持
続
性
を
ど
の
よ
う
に
構

築
・
創
造
し
て
い
く
の
か
が
大
き

な
政
策
課
題
。
今
後
も
町
村
地
域

は
、
食
料
供
給
や
水
資
源
の
涵
養
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
国
土
保
全

な
ど
多
面
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
30
町
村

が
『
輪
』
と
な
っ
て
立
ち
向
か
っ

て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

引
き
続
き
、
創
立
90
周
年
記
念

式
典
以
降
の
歴
代
本
会
会
長
等
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
舘
岡
元
板
柳

町
長
、
吉
田
前
六
戸
町
長
、
浜
谷

前
階
上
町
長
、
船
橋
平
内
町
長
並

び
に
町
村
長
О
Ｂ
会
の
最
後
の
会

長
を
務
め
た
山
崎
旧
脇
野
沢
村
長

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
宮
下
知
事
、

丸
井
県
議
会
議
長
、
吉
田
全
国
町

村
会
会
長
、西
県
市
長
会
会
長（
青

森
市
長
）、
松
林
県
町
村
議
会
議

長
会
会
長
（
お
い
ら
せ
町
議
会
議

長
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
宮
下
知
事
か
ら
は
「
若

い
人
た
ち
が
地
域
に
定
着
し
、
一

度
は
県
外
に
出
た
と
し
て
も
戻
っ

て
く
る
青
森
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
緒
に
新
し

い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」、

吉
田
全
国
町
村
会
会
長
か
ら
は

「
町
村
は
、
わ
が
国
が
持
続
的
な

発
展
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
町
村
こ

そ
が
地
域
課
題
解
決
の
先
進
地
だ

と
胸
に
刻
み
『
地
方
分
散
型
の
国

づ
く
り
』、『
都
市
と
農
山
漁
村
が

共
生
す
る
社
会
の
実
現
』
を
追
求

し
て
い
く
」
と
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
、
祝
賀
会
に
移
り
、

小
又
会
長
の
挨
拶
に
続
き
山
田
副

会
長
（
大
鰐
町
長
）
の
乾
杯
の
あ

と
、
歓
談
に
入
っ
た
。
ま
た
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

郷
土
芸
能
の
「
下
北
の
能
舞
」
が

東
通
村
尻し

つ

労か
り

後
援
会
に
よ
り
披
露

さ
れ
、
最
後
は
久
慈
監
事
（
蓬
田

村
長
）
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
式
典

を
締
め
く
く
っ
た
。

　本会は、本年10月で創立100周年を迎えた。これを記念して10月30日、青森
市のホテル青森で式典及び祝賀会を開催し、次の100周年に向けた新たな出発
点として更なる連携と調和をもち活動を展開していくこととした。

これからも30町村がこれからも30町村が
「和」をもって「輪」となって「和」をもって「輪」となって

青森県町村会創立100周年青森県町村会創立100周年
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挨拶する小又会長（七戸町長）感謝状を受けた歴代本会会長等：右より舘岡元板柳町長、吉田前六戸町長、浜谷前階
上町長、船橋平内町長、山崎旧脇野沢村長

万歳三唱の音頭をとる久慈監事（蓬田村長）

乾杯の音頭をとる山田副会長（大鰐町長）

郷土芸能披露：国重要無形民俗文化財「下北の能舞」
（東通村尻労後援会）

宮下県知事吉田全国町村会会長
（広島県坂町長）

丸井県議会議長西県市長会会長
（青森市長）

松林県町村議会
議長会会長

（おいらせ町議会議長）

祝辞を述べる来賓
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で
は
な
い
か
」
と
参
加
者
に
訴
え

た
。

　

続
い
て
、
深
刻
化
す
る
人
口
減

少
社
会
に
対
応
す
る
町
村
長
の
総

意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
棚
野

全
国
町
村
会
副
会
長
・
会
長
代
行

（
北
海
道
白
糠
町
長
）
が
緊
急
宣

言
を
朗
読
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
に
移
り
、

内
閣
総
理
大
臣
代
理
の
青
木
内
閣

官
房
副
長
官
を
は
じ
め
、
出
席
の

来
賓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
町
村

行
財
政
を
め
ぐ
る
諸
問
題
解
決
に

向
け
た
14
項
目
の
決
議
案
並
び
に

緊
急
決
議
等
が
原
案
の
と
お
り
決

　

大
会
で
は
、
吉
田
全
国
町
村
会

長
（
広
島
県
坂
町
長
）
が
あ
い
さ

つ
し
、「
我
が
国
の
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
の
進
行
は
、
社
会
、

経
済
、
地
域
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
打
破
す

る
に
は
、
国
全
体
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
分
散

型
の
国
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
追
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
我
々
町
村
長
は
、
相

互
の
連
携
を
一
層
強
固
に
し
て
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
一
致
結
束
し
て
、

積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
35
項
目
の

大
会
要
望
も
一
括
採
択
さ
れ
た
。

■
決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

少
子
化
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
を
強

力
に
推
進
し
、
東
京
一
極
集
中

の
是
正
と
分
散
型
国
づ
く
り
の

実
現
を
図
る
こ
と
。

一
．
東
日
本
大
震
災
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害

等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
加
速

と
、
全
国
的
な
防
災
・
減
災
対

策
、
国
土
強
靭
化
を
推
進
す
る

こ
と
。

一
．
実
効
あ
る
経
済
対
策
に
よ
る

地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
こ
と
。

一
．
町
村
に
と
っ
て
最
重
要
課
題

で
あ
る
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
。

一
．
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
は
じ
め
と
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
。

一
．
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
創
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
．
農
業
関
係
予
算
の
増
額
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
一
体

的
な
推
進
に
よ
る
持
続
可
能
な

少
子
化
対
策
の
強
化
と

少
子
化
対
策
の
強
化
と

地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る
特
別
決
議
案
を
採
択

地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る
特
別
決
議
案
を
採
択

全
国
町
村
長
大
会

全
国
町
村
長
大
会

　

全
国
町
村
会
は
11
月
20
日
、
東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
全
国
町
村
長
大
会
を
開
催
し
、
県
内
町
村

長
を
は
じ
め
、
全
国
の
町
村
長
な
ど
約
１
、５
０
０

名
が
出
席
し
た
。
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地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

一
．
森
林
整
備
の
促
進
と
国
産
木

材
の
需
要
拡
大
等
を
通
じ
た
林

業
の
振
興
と
山
村
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
。

一
．
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
伴
う
、
風
評
対
策
、
水
産

業
支
援
等
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
水
産
業
の
振
興
、
漁
村
の

活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
。

一
．
地
域
か
ら
の
脱
炭
素
化
を
推

　

本
会
、
岩
手
県
町
村
会
、
秋
田

県
町
村
会
は
、
11
月
20
日
、
３
者

合
同
に
よ
り
、
東
京
都
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
北
東
北
三
県

町
村
長
中
央
研
修
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
各
県
町
村
長
及
び
事
務

局
長
等
約
70
人
。

　

研
修
会
で
は
、
秋
田
県
町
村
会

の
松
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
の
村
田

晃
嗣
氏
が
「
変
動
す
る
国
際
情
勢

と
日
本
の
課
題
」
と
題
し
講
演
し

た
。 進

す
る
こ
と
。

一
．
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
こ
ど

も
た
ち
の
た
め
の
学
校
部
活
動

改
革
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

指
導
者
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
．
参
議
院
の
合
区
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
・
国
民
の

安
全
保
障
に
毅
然
と
し
た
姿
勢

で
臨
む
こ
と
。

村
田
晃
嗣
氏
が
講
演

本
県
、
岩
手
、
秋
田
で
合
同
研
修

自
治
功
労
者
の

被
表
彰
者
を
決
定

第
４
回
理
事
会

第
４
回
理
事
会

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

自
治
功
労
者
と
し
て
町
長
１
名
を

推
薦
す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
自
治
功

労
者
と
し
て
町
長
３
名
、
一
般
職

の
職
員
１
４
４
名
を
被
表
彰
者
と

す
る
。

　

本
会
は
10
月
16
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
第
４
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
小
又
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
11
人
。

　

理
事
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表

彰
規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
推

薦
な
ど
２
件
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　

本
会
は
10
月
16
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
負
担
金
等
委
員
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
小
又
会

長
を
は
じ
め
委
員
の
町
村
長
９
人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担

金
等
の
負
担
内
容
を
明
確
化
し
、

町
村
行
財
政
の
安
定
と
効
率
的
運

営
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
。

　

令
和
７
年
度
の
法
令
外
負
担
金

規
制
団
体
は
44
団
体
（
対
前
年
度

比　

同
数
）
で
、
総
額
９
６
６
０

万
３
２
４
０
円
の
回
答
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
令
和
７
年
度
の
負

担
金
額
は
、
各
団
体
か
ら
提
出
が

あ
っ
た
負
担
金
額
ど
お
り
決
定
し

た
。

　

ま
た
会
議
で
は
、
各
法
令
外
団

体
は
新
た
な
視
点
で
目
的
や
事
業

の
抜
本
的
な
検
討
・
協
議
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
各
法
令

外
団
体
に
対
し
、
次
の
事
項
を
申

し
入
れ
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
．
経
費
節
減
や
団
体
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
常
日
頃
か
ら
見
直

し
を
す
る
と
と
も
に
、
繰
越
額
が

支
出
済
額
を
上
回
る
団
体
に
あ
っ

て
は
、
賦
課
基
準
の
見
直
し
等
を

行
い
町
村
負
担
金
の
減
額
に
努
め

る
こ
と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本
会
の
決

定
額
を
上
限
と
し
、
事
業
費
等
の

増
額
に
連
動
し
町
村
負
担
総
額
を

増
額
し
な
い
こ
と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
等
の
減
少
に

伴
い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額
し

な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基
準
と

す
る
数
値
が
減
少
し
た
場
合
は
、

現
行
の
町
村
負
担
金
を
維
持
す
る

た
め
、
賦
課
基
準
の
単
価
を
増
額

し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務
運

営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
。

令和７年度
法令外負担金を
審査

負担金等委員会
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和６年12月26日現在
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ４ Ｒ９.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 ２ Ｒ８. 7.23 飯　　田　　　　　哲
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 ２ Ｒ７. 4.23 松　　橋　　　　　稔
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ３ Ｒ７.11. 8 小　　松　　生　　佳

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 ２ Ｒ７.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 平　　沢　　一　　臣 S49. 9.21 １ Ｒ10.12.20 佐　　藤　　洋　　一

中郡 西 目 屋 村 桑　　田　　豊　　昭 S32. 1.11 １ Ｒ７. 2.20

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ４ Ｒ９.11.19 三　　上　　孝　　之
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ４ Ｒ８. 7.21
田 舎 館 村 品　　川　　新　　一 S27. 2.21 １ Ｒ10.11.17 金　　枝　　尚　　明

北
郡

板 柳 町 葛　　西　　健　　人 S34. 7.18 １ Ｒ９. 4.29 長　　内　　伸　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ３ Ｒ８. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 ２ Ｒ７. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 ２ Ｒ９.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ５ Ｒ７. 4.23 仁　　和　　圭　　昭
六 戸 町 佐　　藤　　陽　　大 S48.11. 4 １ Ｒ10. 1.27 円　　子　　富　　浩
横 浜 町 石　　橋　　勝　　大 S16. 9.27 ２ Ｒ10.12.11
東 北 町 長 久 保　　耕　　治 S47.11.14 １ Ｒ７. 4.23 沼　　尾　　啓　　吉
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ３ Ｒ８. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ３ Ｒ８. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 野　　﨑　　尚　　文 S30.11.17 １ Ｒ７. 1.18
東 通 村 畑　　中　　稔　　朗 S37. 7.14 １ Ｒ７. 4.12
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 ２ Ｒ７. 2.18
佐 井 村 太　　田　　直　　樹 S50. 7.14 １ Ｒ８. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 沼　　澤　　修　　二 S42. 4.25 １ Ｒ10.11.16
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 ２ Ｒ９. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ４ Ｒ10. 1.14 福　　田　　博　　実
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ７ Ｒ８. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 荒　　谷　　憲　　輝 S45. 4.24 １ Ｒ７.12.23 澤　　田　　　　　充
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 ２ Ｒ７. 5.28 横　　田　　堅　　悦

　

任
期
満
了
に
伴
う
深
浦
町
長
選

挙
は
、
11
月
24
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
平
沢
一
臣
氏

（
50
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
社
会
福
祉
法
人
理
事
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
田
舎
館
村
長

選
挙
は
、
10
月
27
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
品
川
新
一
氏

（
72
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
横
浜
町
長
選

挙
は
、
12
月
１
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
現
職
の
石
橋
勝
大
氏

（
83
）
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長

深
浦
町
長

平ひ
ら

沢さ
わ

一か
ず

臣お
み　

氏

田
舎
館
村
長

品し
な

川が
わ

新し
ん

一い
ち　

氏

横
浜
町
長

石い
し

橋ば
し

勝か
つ

大ひ
ろ　

氏

町
村
長
選
挙
結
果



９

10
月
31
日
、
原
子
力
施
設
と
県

内
立
地
地
域
の
共
生
を
議
論
す

る
「
青
森
県
・
立
地
地
域
等
と
原

子
力
施
設
共
生
の
将
来
像
に
関
す

る
共
創
会
議
」
の
第
３
回
会
合
が

青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
開
か
れ
、

宮
下
知
事
や
原
子
力
施
設
が
立
地

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

10
月
９
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ

ル
で
第
２
回
組
合
議
会
定
例
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
小
又
管
理

者
を
は
じ
め
議
員
等
の
市
町
村
長

10
名
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
７
件
と
報

告
事
項
１
件
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
し
た
。

議
案

○
議
案
第
１
号　

令
和
５
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
の
件
＝
歳
入
総
額
８
億
２
８

６
６
万
３
千
余
円
に
対
し
て
歳
出

総
額
８
億
１
３
６
５
万
５
千
余
円

で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
１
５
０
０

万
８
千
余
円
。
こ
の
う
ち
７
７
０

万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
入

れ
す
る
。

○
議
案
第
２
号　

令
和
５
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

＝
歳
入
総
額
６
６
４
８
万
５
千
余

円
に
対
し
て
歳
出
総
額
６
１
７
８

万
７
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
４
６
９
万
８
千
余
円
。
こ
の
う

ち
４
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金

に
繰
り
入
れ
す
る
。

○
議
案
第
３
号　

令
和
６
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）

案
＝
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

２
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
８
億
２
８
４
３
万
３
千
円

と
す
る
。

○
議
案
第
４
号　

令
和
６
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
１
号
）
案
＝
青
森

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町
村

税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
の
内
訳
に
お
い
て
、
６

９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
１
４
３
万
５
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
５
号　

青
森
県
市
町
村

消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
＝
消
防
団
員
退
職

報
償
金
支
給
責
任
共
済
契
約
の
掛

金
の
対
象
外
と
す
る
機
能
別
消
防

団
員
を
構
成
団
体
が
設
置
し
た
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○
議
案
第
６
号　

青
森
県
市
町
村

税
等
滞
納
整
理
事
務
の
移
管
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
＝
令
和
６
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
る
森
林
環
境
税
（
国
税
）
を
、

地
方
税
で
あ
る
個
人
住
民
税
均
等

割
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
す
る
た
め
、

市
町
村
税
滞
納
整
理
事
務
の
移
管

等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
。

○
議
案
第
７
号　

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
監
査
委
員
に
櫻
井
新
郷
村
長
を

再
任
す
る
。

○
報
告
第
１
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
令
和
６
年
専
決
第
１
号
）

令
和
５
年
度
青
森
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
補
正
第
２
号
）
＝
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
６
０
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

億
５
３
２
８
万
１
千
円
と
す
る
。

す
る
４
市
町
村
の
首
長
の
ほ
か
、

事
業
者
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
ら
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
５
つ
の
「
将
来
像
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
提
示
さ

れ
た
。

　

委
員
と
し
て
出
席
し
た
小
又
会

長
は
、
第
２
回
の
共
創
会
議
に
引

き
続
き
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
の
道
路
等
の
基
盤

整
備
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に

示
す
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
半
島

防
災
の
観
点
か
ら
「
原
子
力
施
設

が
集
中
立
地
す
る
下
北
半
島
で
は

遅
れ
て
い
る
道
路
整
備
が
一
番
大

事
で
重
要
な
部
分
」
と
述
べ
、
地

域
の
安
全
・
安
心
、
事
業
へ
の
信

頼
を
確
保
す
る
た
め
に
も
道
路
整

備
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

将
来
像
実
現
に
向
け
た
取
組
の
工
程
表
を
示
す

第
３
回
共
創
会
議

令和５年度の令和５年度の
決算を認定決算を認定

県市町村総合事務組合県市町村総合事務組合

　

任
期
満
了
に
伴
う
三
戸
町
長
選

挙
は
、
11
月
17
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
沼
澤
修
二
氏

（
57
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
三
戸
中
央
病
院
参
事
・

三
戸
中
央
病
院
事
務
長
事
務
取
扱

三
戸
町
長

沼ぬ
ま

澤さ
わ

修し
ゅ
う
じ二　

氏
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町 村 ト ピ ッ ク ス

青
森
県
で
こ
こ
だ
け
！
『
ご
当

地
ほ
り
に
し
』
売
っ
て
ま
す

　これ１本で味がグレードアップ！手
軽さで有名なアウトドアスパイスほり
にしの青森県ご当地ver.は今別町だけ
で売っています。
　荒馬まつりを思い出すような荒馬と
花火のイラストが描かれたオレンジ色
のラベルです。春のキャンプシーズン
へ向けて１本いかがですか？
　道の駅いまべつ半島プラザアスクル
と海峡の家ほろづきで販売中です。 東津軽郡

つ
ま
ち

べ
つ

い
ま
べ
つ
今
別
町

　「龍飛岬マツカワ」はカレイの一種
で「マツカワガレイ」とも呼ばれ、そ
の漁獲量の少なさから「幻の魚」とい
われる高級食材です。
　「龍飛岬マツカワ」は青函トンネル
からしみ出る清浄な海洋深層水をくみ
上げて養殖しており、身が厚く、程よ
く脂がのった美味しい魚で、刺身やお
寿司で食べると最高の味わいです。
　ぜひご賞味ください。 東津軽郡

は
ま
ま
ち

が
は

そ
と
が
は外
ヶ
浜
町

最
高
の
味
わ
い
！

龍
飛
岬
マ
ツ
カ
ワ問い合わせ先　外ヶ浜町役場　企画政策課

　　　　　　　TEL 0174-31-1214

問い合わせ先　道の駅いまべつ半島プラザアスクル
　　　　　　　TEL 0174-31-5200

問い合わせ先　一般社団法人もったいない研究所
　　　　　　　TEL 0173-26-5888

問い合わせ先　野辺地町観光協会
TEL 0175-64-9555

　「TSURUTA LABO」は、地域コミュ
ニティー活動と地場産業を支援する廃
校舎をリノベーションした複合施設で
す。
　一般的なオフィスのみならず様々な
利用が可能な貸オフィス、短時間から
利用できるコワーキングスペースなど
を備えています。また、元学校なこと
を活かした個性溢れるイベントスペー
スや大規模イベントに対応出来る体育
館なども利用できます。

北津軽郡

ま
ち

た
ま

つ
る
た
ま鶴
田
町

廃
校
を
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
に

『TSU
R
U
TA
 LA
B
O

』　

河
原
決
明
を
ご
存
じ
で
す
か
？

野
辺
地
町
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー 上北郡

ま
ち

じ
ま

の
へ
じ
ま野
辺
地
町

　野辺地町では、藩政時代に北前船で
上方から伝えられた河原決明（かわら
けつめい）を焙じて作る「河原決明（か
わらけつめい）茶」を薬草茶として昔
から愛飲しています。また、野辺地駅
に隣接している観光物産ＰＲセンター
では茶葉を素材に加えたお菓子や麺も
販売しています。野辺地町へお越しの
際は、河原決明（かわらけつめい）の
味を堪能してみませんか？　
施設開館時間：９時から19時半まで
売　　　　店：９時から17時まで

か
わ
ら
け
つ
め
い



11

T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　七戸町営スキー場は、自然の地形を
利用したバラエティー豊かなコースレ
イアウトが特徴です。県南地方のほぼ
中心に位置しており、近隣の方々も利
用しやすいスキー場となっています。
スキー・スノーボード教室も開催して
いるので初心者の方も安心！ぜひ家族
や友人とお越しください。

上北郡

へ
ま
ち

へ
ま

し
ち
の
へ七

戸
町

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

も
う
！
七
戸
町
営
ス
キ
ー
場

問い合わせ先　七戸町営スキー場
　　　　　　　TEL 0176-62-5612

　【バ・オール】は、五戸町の上市川
地区に整備予定の産直等拠点施設の名
称で、公募した名称への一般投票によ
り決定しました。たくさんの応募及び
投票ありがとうございました。
　この施設は、隣接地に建設予定の医
療機関とともに、健康の維持のため五
戸町の特産品や安全・安心な農林水産
物の提供を行っていきます。
　令和８年度の開業を予定しておりま
すので、楽しみにお待ちください。

三戸郡

ま
ち
ま
ち

ご
の
へ
ま五

戸
町

医
食
の
連
携
へ
向
け
て

【
バ
・
オ
ー
ル
】 問い合わせ先　五戸町役場　総合政策課政策調整室

　　　　　　　TEL 0178-62-7974

　本会との弁当フェアで、本県町村の食材を使用したお弁
当を開発・販売している新菜菜（にいなな）（県共同ビル地下）
の「けの汁で炊いた『けの飯』青森満喫弁当」が、（一社）
全国スーパーマーケット協会主催の「お弁当・お惣菜大賞
2025」の弁当部門で優秀賞を受賞しました！
　この、「お弁当・お惣菜大賞」では、スーパーマーケット
や専門店、コンビニエンスストア等で実際に販売されてい
るお弁当等の中から特に優れた商品を選出しています。
　ぜひご賞味ください！
弁当＆お惣菜　新菜菜（にいなな）TEL 017-718-2029

　佐井村では、2019年から「日本で最
も美しい村づくり」の一環として村民
有志が栽培したホップを使用したクラ
フトビールを醸造・販売しています。
　現在、販売（村内外・インターネット）
している「佐井の夕陽エール」はホッ
プとオレンジピールのさわやかな香り
を楽しむことができ、佐井村の海の幸
によく合います。ぜひお買い求めくだ
さい。下北郡

らら

さ
い
む
ら佐

井
村

村
民
有
志
が
栽
培
し
た
ホ
ッ
プ
を
使

用
し
た
佐
井
村
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
!!

問い合わせ先　佐井村役場　総合戦略課
　　　　　　　TEL 0175-38-2111

新菜菜　お弁当・お惣菜大賞2025　弁当部門「優秀賞」を受賞!!
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本
会
は
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
、
県
内
３
地
区
３
会
場
で

関
係
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合

な
ど
を
対
象
に
、
災
害
共
済
関
係

事
業
等
地
区
別
加
入
推
進
事
務
打

合
会
を
開
催
し
た
。

打
合
会
で
は
、
本
会
の
各
共
済

事
業
の
幹
事
会
社
で
あ
る
日
本
生

命
保
険
相
互
会
社
及
び
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、
本
会
事
務

局
が
本
会
共
済
事
業
の
加
入
推
進

へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
自
動
車
共
済
専
属
調
査

員
事
務
所
で
あ
る
株
式
会
社
ジ
ッ

ク
が
自
動
車
の
事
故
事
例
を
紹
介

し
た
。

開
催
日
及
び
対
象
地
区

■
10
月
18
日（

金）

　

会
場
＝
八
戸
市
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル

　

上
北
郡
（
七
戸
町
、
六
戸
町
、

東
北
町
、お
い
ら
せ
町
）・
三
戸
郡
・

十
和
田
市
・
三
沢
市

■
10
月
22
日（

火）
　

会
場
＝
青
森
市
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

　

本
会
は
、
12
月
20
日
、
第
３
回

「
町
村
の
専
門
人
材
の
確
保
に
関

す
る
連
絡
会
議
」
を
青
森
市
の
県

共
同
ビ
ル
で
開
催
し
た
。
12
町
村

の
人
事
担
当
者
等
13
人
が
出
席
。

　

は
じ
め
に
、
本
会
の
原
田
常
務

理
事
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
引
き
続

き
、
事
務
局
が
今
年
度
に
本
会
で

取
り
ま
と
め
を
し
た
職
員
採
用
試

験
の
実
施
状
況
や
、
第
２
回
連
絡

会
議
等
で
の
千
葉
教
授
（
県
立
保

健
大
学
）
か
ら
の
発
言
要
旨
を
報

告
し
た
。

　

続
い
て
、
平
内
町
と
中
泊
町
か

ら
保
健
師
確
保
に
関
す
る
事
例
を

発
表
し
た
。

　

最
後
に
事
務
局
か
ら
、
保
健
師

を
獲
得
す
る
た
め
の
取
組
の
方
向

性
と
し
て
、
各
町
村
で
の
実
習
受

入
へ
の
取
組
促
進
と
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
取
組
強
化
を
示
し
た
。

保
健
師
の
資
格
取
得
に
必
要
な
実

習
は
大
学
４
年
生
で
行
い
、
実
習

を
通
し
て
保
健
師
と
し
て
の
就
職

意
欲
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
一

方
、
実
習
を
受
け
る
時
点
で
看
護

師
と
し
て
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る

学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
早

期
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う

こ
と
が
保
健
師
と
し
て
の
就
職
へ

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

取
組
を
進
め
る
に
当
た
り
、
町

村
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

の
促
進
（
学
生
へ
の
丁
寧
な
ア
プ

ロ
ー
チ
）、
大
学
に
は
学
生
の
掘

り
起
こ
し
、
本
会
で
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
へ
取
り
組
む
学
生
へ
の

支
援
を
提
案
し
た
。

【
事
例
発
表
概
要
】

■
平
内
町

　

平
内
町
総
務
課
の
遠
嶋
指
導
監

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け

入
れ
が
採
用
に
つ
な
が
っ
た
事
例

を
報
告
し
た
。　

　

町
で
は
元
々
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

学
生
か
ら
健
康
増
進
課
へ
の
申
し

出
が
き
っ
か
け
で
受
け
入
れ
た
。

危
機
感
を
持
っ
て
い
た
健
康
増
進

課
が
総
務
課
に
打
診
し
た
こ
と
か

ら
受
け
入
れ
が
実
現
し
、
最
終
的

に
採
用
に
つ
な
が
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
に
当
た
り
、
健
康
増
進
課
で
は

学
生
の
興
味
が
あ
る
分
野
や
、
町

特
有
の
事
業
を
体
験
し
て
も
ら
う

な
ど
工
夫
を
し
た
こ
と
も
紹
介
さ

れ
た
。

■
中
泊
町

　

中
泊
町
町
民
課
の
伏
見
課
長
補

佐
が
、
保
健
師
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
募
集
事
業
を
説
明
し
た
。

　

自
身
も
保
健
師
で
あ
る
伏
見
課

長
補
佐
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
有
益
だ
と
認
識
が
あ
っ
た
も
の

の
、
現
場
で
受
け
入
れ
が
難
し

か
っ
た
状
況
を
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
、
保
健
師
を
採
用
で

き
な
い
現
状
か
ら
、
就
職
活
動
を

す
る
前
の
学
生
や
有
資
格
者
が
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る

機
会
を
設
け
た
と
説
明
し
た
。

プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ

　

東
郡
・
上
北
郡
（
野
辺
地
町
、

横
浜
町
、
六
ヶ
所
村
）・
下
北
郡
・

む
つ
市

■
10
月
24
日（

木）

　

会
場
＝
弘
前
市
ア
ー
ト
ホ
テ
ル

弘
前
シ
テ
ィ

　

中
南
郡
・
西
北
郡
・
黒
石
市
・

五
所
川
原
市
・
つ
が
る
市
・
平
川

市主
な
打
合
事
項

１　

各
保
険
事
業
に
つ
い
て
（
幹

事
会
社
か
ら
説
明
）

・
任
意
共
済
・
個
人
年
金
等
＝

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

・
総
合
賠
償
補
償
保
険
等
＝
損

害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

２　

全
国
町
村
会
保
険
事
業
に
つ

い
て

３　

全
国
自
治
協
会
災
害
共
済
事

業
に
つ
い
て

４　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
事
業
に
つ
い
て

５　

自
動
車
事
故
処
理
に
つ
い
て

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

災
害
共
済
関
係
事
業
等
地
区
別
加
入
推
進
事
務
打
合
会

災
害
共
済
関
係
事
業
等
地
区
別
加
入
推
進
事
務
打
合
会

町村の専門人材の
確保に向けた
第３回連絡会議

を開催
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災害発生時、町村長にはあらゆる負担がのしかかります。

その精神的・財政的負担を軽減するのが、災害対策費用保険です。

災害対策費用保険は、自然災害またはそのおそれが発生し、避難指示または高齢者等避難を発令したことによ
り発生した費用について保険金をお支払いする制度です。

実際に活用している町村長からは「加入していてよかった」との声が届いています！

事故概要
台風の接近に伴い、大雨や暴風による人的被害発

生の可能性があるため避難指示を発令した。避難所
を 9箇所開設し、583 名が避難した。

保険金支払

万円の保険金が支払われた。

　食料・飲料代、毛布のクリーニング代として約 106
万円、職員の超過勤務手当約 366 万円の合計約 472

梅雨前線に伴う大雨により、避難指示を発令。
消防団員の出動手当や庁舎内・避難所に配置
した職員の超過勤務手当などにかかった費用
の半額が保険から支払われ、財政上、助かった。
保険の請求手続きが、それほど煩雑ではないと
ころも良かった。

保険のおかげで早めに判断できたこと
により、地域住民への避難指示の呼
びかけがスムーズに行うことができた。
また、消防団の出動手当（※）も保険対
象となることから、迷わず要請できた。
※加入している町村が支出した出動手当が対象

災害対策費用保険のご案内

　　詳細は　　　　　　　　　　で検索！

■令和５年度 加入実績

加入団体数 7団体

青森県 全国

青森県 全国

6,563,667 円
368 団体

345,066,929 円保険料

■令和５年度 支払実績

支払件数
支払保険金
支払保険金平均

■台風による具体事例

引受幹事保険会社
損害保険ジャパン株式会社　団体・公務開発部第三課

取扱代理店
株式会社千里

このご案内は、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

※加入の申し込み、お問い合わせは、
青森県町村会までご連絡ください。

2 件
1,083,722 円
541,861 円 671,905 円

318 件
213,665,752 円
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藤
崎
町
は
、
平
成
17
年
３
月
に

旧
藤
崎
町
、
旧
常
盤
村
の
１
町
１

村
が
合
併
し
で
き
た
町
で
、
今
年

で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
、
津
軽
平
野
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
お
り
、
世
界
一
の

生
産
量
を
誇
る
り
ん
ご
「
ふ
じ
」

を
メ
イ
ン
に
、
り
ん
ご
の
生
産
が

た
い
へ
ん
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
減
農
薬
で
安
全
安
心
な

お
米
や
雪
の
よ
う
に
白
く
大
き
な

「
と
き
わ
に
ん
に
く
」
な
ど
、
消

費
者
か
ら
高
い
評
価
を
集
め
て
お

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
の
農
産
物
に
つ
い

て
は
「
ふ
じ
さ
き
食
彩
テ
ラ
ス
」

を
拠
点
と
し
、
地
元
農
産
物
の
付

加
価
値
の
向
上
に
挑
戦
し
て
お
り
、

「
ふ
じ
さ
き
ま
ち
の
り
ん
ご
あ
め
」、

「
り
ん
ご
よ
う
か
ん
」
な
ど
の
加

工
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。
新
た
な
食
の
魅
力
を
創

生
し
て
地
域
６
次
産
業
化
を
推
進

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
や
産

品
の
地
域
間
連
携
と
い
っ
た
方
法

で
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
移
住
定
住
の
促
進
、

子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
よ
る
人

口
減
少
対
策
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
、
２
年
連
続
「
街
の
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
東
北
１
位
」（
※
大
東

建
託
株
式
会
社
「
街
の
幸
福
度
＆

住
み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
２

０
２
１
・
２
０
２
２
〈
東
北
版
〉」

出
典
）
に
選
ば
れ
る
結
果
に
繋

が
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
か

ね
て
よ
り
進
め
て
お
り
ま
し
た
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
平
成
31

年
に
閉
校
と
な
っ
た
旧
弘
前
実
業

高
等
学
校
藤
崎
校
舎
を
「
ふ
じ
さ

き
産
業
文
化
交
流
施
設 

リ
ン
ゴ

カ
」
と
し
て
供
用
開
始
い
た
し
ま

し
た
。
施
設
１
階
に
は
、「
リ
ン

ゴ
カ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う

展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
見
て
・
触

れ
て
・
体
験
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
「
世
界
一
の
生
産
量
を
誇
る
り

ん
ご
ふ
じ
発
祥
の
地
」
で
あ
る
藤

崎
町
の
魅
力
を
認
識
・
発
見
で
き

ま
す
の
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
た
く
さ
ん
の
方
に
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
２
階
で
は
、「
屋
内

フ
ァ
ー
ム
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
を
運
営
し
、
農
福
連
携
に
よ

る
屋
内
フ
ァ
ー
ム
で
の
キ
ノ
コ
類

の
栽
培
を
通
じ
て
障
が
い
者
の
就

労
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

ほ
か
、
地
元
農
家
や
地
域
の
方
々

と
の
交
流
促
進
も
図
り
、
農
福
連

携
に
よ
り
地
域
と
農
業
を
元
気
に

す
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
が

著
し
く
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
よ
り

豊
か
な
住
民
生
活
の
実
現
と
情
緒

豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
指
し
「
藤

崎
町
第
２
次
総
合
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会

情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
引
き
続
き
移
住
定
住

の
促
進
、
子
育
て
支
援
策
の
充

実
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
な
ど
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
町

の
将
来
像
で
あ
る
「
み
ん
な
で
築

く 

希
望
に
満
ち
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち 

ふ
じ
さ
き
」
の
実
現
に
向

け
て
、
職
員
と
と
も
に
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

藤崎町長

「
希
望
に
満
ち
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て

平
ひら

田
た

　博
ひろ

幸
ゆき

東に八甲田連峰、西に岩木山、南に出羽丘陵、北は梵珠山に囲まれ、
津軽平野のほぼ中央に位置する町。世界一の生産量を誇るりんご「ふ
じ」の生まれ故郷としても有名で、りんご以外にも、米、にんにく
など安全で安心な農産物が町の自慢です。水と緑に囲まれた豊かな
自然がもたらす四季折々の風景が、訪れる人をもてなします。

－エッセイ－

藤崎町産業文化交流施設（リンゴカ）

リンゴカ・ミュージアム

ふじさき食彩テラス


